
本事業の一環として、2024年3月4日（月）に 「外国人高齢者の支援に関する事例報告会」を
「いくのコーライブズパーク」（大阪市生野区）において開催しました。事例報告会では、外国人高齢
者の支援経験等を有する有識者から支援事例についてご報告いただき、外国人高齢者の支援をテー
マにパネルディスカッションを行いました。

事例報告会では、介護施設・事業所や国際交流・外国人支援に関わる方、自治体の方など多くの
方にご参加いただき、盛況な会となりました。

株式会社エヌ・ティ・ティ・データ経営研究所が実施した下記事業の報告書が公開されています。
ぜひご覧ください。
• 厚生労働省 令和４年度 老人保健事業推進費等補助金 老人保健健康増進等事業
「外国人高齢者に対する効果的なケアのために外国人介護人材が果たす役割に関する調査研究
事業」

• 厚生労働省 令和５年度 老人保健事業推進費等補助金 老人保健健康増進等事業
「地域の外国人高齢者に対する外国人介護人材の役割に関する調査研究事業」

URL：https://www.nttdata-strategy.com/roken/index.html

事業報告書

事例報告会の実施

外国人高齢者の支援に関する事例集
～外国人介護人材の活躍に着目して～

伝える つなぐ
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知る

集う

厚生労働省 令和５年度 老人保健事業推進費等補助金 老人保健健康増進等事業
「地域の外国人高齢者に対する外国人介護人材の役割に関する調査研究事業」

令和６年（2024年）3月
株式会社エヌ・ティ・ティ・データ経営研究所



事例集について

本事例集は、「外国人高齢者の存在や、必要な支援についてもっと多くの人に知ってもらいたい」「日
本で多様な活躍をする外国人介護人材を知ってもらいたい」という思いのもと、厚生労働省 令和４年
度 老人保健事業推進費等補助金 老人保健健康増進等事業 「外国人高齢者に対する効果的
なケアのために外国人介護人材が果たす役割に関する調査研究事業」（以下、令和4年度事業）、
および、令和５年度「地域の外国人高齢者に対する外国人介護人材の役割に関する調査研究事
業」（以下、本事業）において実施した調査結果を元に作成しました。

どうして、外国人高齢者の支援を考えることが必要なの？

2023年6月末時点で、在留外国人の高齢化率は約6.7％となっています。日本の人口が減少する
中、在留外国人数は増加傾向にあり、今後、外国人高齢者数も継続的に増えることが想定されます。

一方で、外国人高齢者本人や外国人高齢者を受け入れている施設・事業所、外国人高齢者の
支援者についての実態把握・支援の実施は十分でありません。

令和４年度事業で実施したヒアリング調査やアンケート調査からは、外国人高齢者は言語や文化
の違いから、日本の介護施設に馴染まないケースがあることや、介護保険制度について正しい情報を
得にくいこと、また、以前日本語ができていても、加齢により母国語しかできなくなってしまうケースがある
など、外国人高齢者に特別なニーズがあることが分かりました。

そして、外国人高齢者の支援においては、外国人高齢者の話す言葉や置かれた状況について理解
をしやすい外国人介護人材の果たす役割が大きいことも、明らかとなりました。

出典：出入国在留管理庁「在留外国人統計」
（各年12月末時点、2023年のみ6月末）より作成

図表1 在留外国人の国籍別高齢者数・高齢化率の推移
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本事例集では、以上の点から、外国人高齢者の支援について、具体的な事例を中心に支援方法
や必要な工夫等を掲載し、いくつかの事例では外国人高齢者の支援に関わる外国人介護人材の活
躍をクローズアップしています。

下記の図に表されるように、外国人高齢者の支援は、外国人高齢者を受け入れる施設・事業所、
直接支援に関わる介護職員だけでなく、地域住民や行政等、多くの関係者がともに考え、取り組むべ
き問題です。

外国人高齢者も安心して日本で過ごせる社会の実現に向け、本事例集をもとに、多くの方が外
国人高齢者や外国人介護人材の状況に関心を持ち、それぞれにできることは何か考えるきっかけと
していただければ幸いです。

出典：令和4年度事業報告書より

図表2 外国人高齢者への支援
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＊＊＊本事例集は、以下の調査研究事業の調査結果を元に作成しています＊＊＊

• 厚生労働省 令和４年度 老人保健事業推進費等補助金 老人保健健康増進等事業 「外国人高
齢者に対する効果的なケアのために外国人介護人材が果たす役割に関する調査研究事業」

• 厚生労働省 令和５年度 老人保健事業推進費等補助金 老人保健健康増進等事業 「地域の外
国人高齢者に対する外国人介護人材の役割に関する調査研究事業」



• 外国人高齢者を受け入れている、または今後受け入れる予定のある高齢者向けの施設・事業所
• 外国人が住む自治体の職員
• 外国人高齢者の受入れに関わる可能性のある団体や個人
• 地域にお住まいの方 等

• また、外国人高齢者の支援には、外国人介護人材が重要な役割を果たしていることから、支援に関
わる外国人介護人材の活躍にも着目し、これまでのキャリアや支援者の立場として感じること、今後目
指すキャリア等について、まとめています。

知る
•外国人高齢者を知る（外国人高齢者の状況、在留資格等）
•地域資源を知る

伝える
•外国人高齢者に向けた介護予防の取組
•介護保険等の周知

つなぐ
•外国人高齢者を適切な支援、サービスにつなげる

ケアする
•外国人高齢者をケアする際の方法、工夫・配慮

集う
•外国人高齢者に限らず、外国籍の方が地域と繋がるための場づくり

p5～

p9～

p13～

p17～

p23～

＜取り上げている主なトピック＞

本事例集の構成

本事例集の対象者
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• 本事例集では、外国人高齢者の支援をする際の流れに沿って、外国人高齢者を＜知る＞、外国人
高齢者やその支援者に＜伝える＞、外国人高齢者と支援を＜つなぐ＞、外国人高齢者を＜ケアする＞、
外国人高齢者と＜集う＞の５つの観点から、外国人高齢者の支援に関する事例をまとめました。

• 本事例集では、外国人高齢者、外国人介護人材を以下の定義として用います。

＜外国人高齢者＞
外国籍の高齢者のほか、帰化して日本国籍を取得した者等、日本国籍を有していながら外国につながる背
景をもつ人を含めます。
ー 外国籍の者 ー 帰化して現在は日本国籍の者 ー 中国残留邦人（1世、2世）
ー 国際結婚によって生まれた日本国籍を有する者（国外、外国語での生活経験がある者に限る）

＜外国人介護人材＞
介護職として就労できる4制度に加え、すでに「永住権」を取得している者や「日本人の配偶者等」として在
留している外国籍の介護職を指します。
ー EPA介護福祉士候補者・介護福祉士：「特定活動」 ー 在留資格「介護」
ー 介護の「技能実習」  ー 介護の「特定技能」
ー 介護職として就労する「永住」「定住」「日本人の配偶者等」等
ー 介護施設・事業所でアルバイトしている「留学」

介護職員

外国人介護人材の先輩方の多様な活躍を知りたい！

外国人介護人材 ケアマネジャーから外国人高齢者の利用について相談があった
けれど、受入れに際してどんな配慮が必要かわからない…

事業所で、多くの外国人介護人材が活躍している。彼らの
能力・魅力を引き出す事例を知りたい

地域で、外国人高齢者が増えている。外国人高齢者のために
どんな取組ができるのか、先進事例を知りたい

地域住民自治体内で外国人住民が増えている。外国人住民が多い
他地域での地域包括の取組や課題を知りたい

自治体・地域包
括支援センター

介護職員

用語の定義

活用場面

• 下記のような場面で、本事例集をご活用ください！
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外国人高齢者等に関する先行研究等データベース

• 外国人高齢者に関して多文化高齢社会ネットかながわ（TKNK）が調べた先行研究などがデー
タベース化されています。外国人高齢者に対する調査研究事業の報告書に加え、介護分野の多
言語情報や、外国人高齢者を神奈川県で積極的に受け入れる施設・事業所の情報も掲載され
ています。ぜひご覧ください！

• https://padlet.com/tknkyukka2021/tknk-vpuyq744koe942cd

ユッカの会（事務局）について
中国残留邦人帰国者家族および外国につながる人々と
ボランティアが”ともに学び、ともに楽しむ”姿勢で心豊かに
充実した生活を送ることを目的として設立されたボラン
ティアの会です。
補習教室、日本語教室の実施の他、高齢者問題に関
しては、ユッカの会が病院同行、地域包括支援センター
やケアマネジャーにつなぐ役割も担っています。

• ボランティアグループ「ユッカの会」と神奈川県社会福祉協議会の協働事業として、 言葉や文化、
宗教の違いを超えて、神奈川に暮らす多文化の背景を持つ方たちと共に、暮らしやすい地域をつく
るための活動をしています。

外国人高齢者を知る

多文化高齢社会ネットかながわ（TKNK）
HP: https://padlet.com/tknkyukka2021
ユッカの会（事務局）
HP: http://yukkanokai2014.web.fc2.com/index.html

集うケアするつなぐ伝える知る
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知る
外国人高齢者を適切な支援につなげるためには、
支援者が外国人高齢者の状況を知ることに加え、
支援者自身の相談先を知ることも重要です。

外国人高齢者の支援のために、支援者が活用できる媒体を紹介します。

多文化高齢社会ネットかながわ（TKNK） • 外国人が日本に在留し、一定の活動を行うためには、原則として入管法に定める「在留資格」を取
得する必要があります。在留資格は、日本で行う活動に着目した分類と身分や地位に着目した分
類があり、全部で29種類存在します（令和６年２月現在）。

• 在留資格は複雑で、在留資格によって受けられるサービスが異なることがあるため、在留資格につい
て知り、確認することは大切です。ここでは、代表的な在留資格について紹介します。

定住者
法務大臣が特別な理由を考慮し一定の在留期間を指定して居住を認める者
 例）第三国定住難民、日系３世、中国残留邦人等

永住者
法務大臣が永住を認める者
 在留期限や活動に制限はありません。申請には、素行が善良であることや、10年以上継続して在
留していること等の要件を満たす必要があります。

 永住者の要件については、法務省HPに掲載の「永住許可に関するガイドライン」を確認ください。

特別永住者
昭和20年の敗戦以前から日本に住み、昭和27年サンフランシスコ講和条約により日本国籍を離脱し
た後も日本に在留している台湾、朝鮮半島出身者とその子孫
（出典：松戸市HP https://www.city.matsudo.chiba.jp/shisei/jumin_touhyou/kaigi.files/3shiryou1.pdf）

在留資格を知る

 年齢別のデータが公開されていないため、全年齢
を対象にした統計となりますが、在留資格別では、
「永住者」が最も多く、次いで、「技能実習」、「技
術・人文知識・国際業務」、「留学」、「特別永
住者」の地位をもって在留する者となっています。

 「永住者」や「定住者」等の身分や地位に基づく
在留資格や「特別永住者」は、基本的に日本人
と同様の社会制度・サービスを受けることが可能
です。しかし、日本に長く住んでいても、就労場所
の問題や年金制度を正しく伝えきれていないため
に、保険料の払込期間が足りず、受給資格を満
たさない方も多いようです。

出典：在留外国人統計
https://www.moj.go.jp/isa/content/001403955.pdf

在留資格別 在留外国人の構成比（令和５年６月末）

現在、外国人高齢者に多い在留資格について
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知る
外国人高齢者を適切な支援につなげるためには、
支援者が外国人高齢者の状況を知ることに加え、
支援者自身の相談先を知ることも重要です。

外国人高齢者の支援のために、支援者が活用できる媒体を紹介します。





株式会社 Seina Corporation

SIEMPRE GENKI（シェンプレゲンキ／いつも元気） SIEMPRE＝スペイン語で「いつも」
• 「参加者が元気でいること」「家から出て孤独を防ぐこと」を目的に、群馬県伊勢崎市、神奈
川県藤沢市などで1回に3時間介護予防教室を開催しています。

• プログラムは、脳トレ、介護予防体操、口腔体操などと、認知症、介護保険制度などの説
明、相談を組み合わせて行っています。

• 参加者は、回によって10～15人、9割がペルー人、ほかアルゼンチン、日本、パラグアイなど。
40代～80代が参加しており、平均は60代です。

実施の際の工夫
• 一般の介護予防教室と同じプログラム

 日本語の介護予防教室に行ったときに、言語が違うだけで迷うことなく参加できるよ
うにしています。他の介護予防教室にも行ってほしいという思いがあります。

• ひらがな・カタカナの脳トレで楽しく日本語に触れる
 ひらがなやカタカナの脳トレを作って使用しています。30年日本にいてもひらがなを書
けない人もいるため、日本語で介護サービスを受けることになったときに馴染めるよう
に工夫しています。

• 中南米のスペイン語圏出身の外国人を対象に、介護予防教室「SIEMPRE GENKI」を開催
しています。

• 2023年には、これまで拠点としていた神奈川県を離れ、群馬県伊勢崎市で、外国人高齢者を
対象とした訪問介護サービス事業所「いつも元気サポート」を立ち上げました。

介護予防教室

ペルー出身・60代

スペイン語での介護保険の説明
会に参加して、初めて理解する
ことができ、意識も変わりました。

アルゼンチン出身・80代

Seina Corporationの集まりに
来ると明るい雰囲気でおしゃべり
ができるのでいつも楽しいです。

利用者の声

集うケアするつなぐ伝える知る
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伝える
外国人高齢者自身も高齢期に備えることが重要です。

外国人高齢者を対象に、介護予防教室や介護保険制度の周知などを通じて、
日本で高齢期を迎えるにあたり必要な支援を行っている団体を紹介します。


